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新型コロナウイルス感染症に加え、インフルエンザ感染にも気を付けなければならない季節となって
参りました。
今後ともお気を付けてお過ごし下さい。
お待たせしました、あんしん便り第 3号です！

＊上肢専門医、佐々木 謙 Dr より四十肩・五十肩についてのお話＊

はじめまして。あんしんクリニック西宮、上肢専門の佐々木謙と申します。
上肢という範囲は肩から手先までを言います。今回は特に多い肩関節の疾患につき話を
いたします。
40・50 歳代でよくみられる通称四十肩・五十肩についてです。
正式名称は『肩関節周囲炎』です。
じっとしていても痛みを感じたり(安静時痛)、動き(可動域)が狭くなる症状が出現します。
肩関節の内部に生じる炎症に起因すると言われていますが、明らかな構造上の損傷は無
く、正直なところ完全には原因がわかっておりません。

しかし、炎症を生じることにより痛みが生じ、炎症が持続することで関節の袋が小さくな
り可動域が制限されるようになります。
構造上の損傷は無いため自然と改善することが多いですが、改善まで半年から 1年半を要
するともいわれています。

気をつける点は 2 つ
① 炎症を起こさせない
②炎症を持続させない
具体的な対処方法としましては、痛いことはしない、
ズキズキしたら冷やす(アイシング)です。

当院では、まず、レントゲン・エコー・MRIを用い
まして、構造上の損傷が無いか判断し、
炎症を鎮静化させるため、内服・注射を行います。
リハビリにて、どのように動かしていいのか、ケア
したら良いのかを指導いたします。
更に、症状の持続期間を短くするために、関節鏡を
用いて小さくなった関節の袋を広げたり、部分麻酔
下に可動域を広げる処置を行なっています。
患者さんに合わせて治療を選択していきますので、
早めにご相談下さい。 

趣味はﾛｰﾄﾞﾊﾞｲｸ！🚴
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【主な手術】
鏡視下肩腱板断裂手術・鏡視下肩関節唇形成術
鏡視下肩関節授動術・人工肩関節置換術
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